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nsf（OSPF）

Cisco IOS Release 12.0(32)S以降、nsf（OSPF）コマンドは、nsf ciscoコマンドに置き換わって
います。詳細については、nsf ciscoコマンドを参照してください。

（注）

Open Shortest Path First（OSPF）の Cisco Nonstop Forwarding（NSF）動作を設定するには、ルータ
コンフィギュレーションモードで nsfコマンドを使用します。 OSPF用の Cisco NSFをディセー
ブルにするには、このコマンドの no形式を使用します。

nsf [enforce global]

no nsf [enforce global]

___________________
構文の説明

（任意）隣接するNSF認識でないネットワーク
装置が検出されたときは、NSFの再起動をキャ
ンセルします。

enforce global

___________________
コマンドデフォルト デフォルトでこのコマンドはディセーブルになっているため、OSPFの NSF動作は設定されませ

ん。

___________________
コマンドモード ルータコンフィギュレーション（config-router）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.0(22)S

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(18)Sに統合されました。12.2(18)S

このコマンドが、Cisco 7304ルータに実装されました。12.2(20)S

このコマンドは、nsf ciscoコマンドに置き換えられました。12.0(32)S
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___________________
使用上のガイドライン ユーザは、再起動時にルータが NSFを実行することが予想されている場合に限り、OSPFの NSF

動作を設定する必要があります。ユーザがすべてのNSFの利点を得るようにするには、指定され
たルータのすべての OSPFネイバーは NSF認識でなければなりません。

NSF認識でないネイバーがネットワークインターフェイスで検出された場合、そのインターフェ
イスでのNSFの再起動は停止します。ただし、他のインターフェイスでのNSFの再起動は続行さ
れます。この機能は、NSFが設定されている場合のNSFの動作モードのデフォルトに適用されま
す。

オプションの enforce globalキーワードを設定した場合、再起動中に NSF認識でないネイバーが
いずれかのネットワークインターフェイスで検出されると、NSFの再起動はプロセス全体でキャ
ンセルされます。隣接ルータとの隣接関係のリセットが任意のインターフェイスで検出された場

合、または、OSPFインターフェイスがダウンした場合も、プロセス全体で NSFの再起動がキャ
ンセルされます。デフォルトのNSFモードに戻すには、no nsf enforce globalコマンドを入力しま
す。

___________________
例 次に、ルータコンフィギュレーションモードを開始し、任意のネットワークインターフェイス

上で再起動中に NSF認識でないネイバーが検出されたときに、OSPFプロセス全体で NSFの再起
動がキャンセルされる例を示します。

Router(config)# router ospf 1
Router(config-router)# nsf cisco enforce global

___________________
関連コマンド

説明コマンド

OSPF NSFコマンドに関するデバッグメッセー
ジが表示されます。

debug ip ospf nsf

OSPFルーティングをイネーブルにし、ルータ
をルータコンフィギュレーションモードに設

定します。

router ospf
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nsf cisco
Open Shortest Path First（OSPF）を実行しているルータで Cisco Nonstop Forwarding（NSF）動作を
イネーブルにするには、ルータコンフィギュレーションモードで nsf ciscoコマンドを使用しま
す。デフォルトに戻るには、no形式のコマンドを使用します。

nsf cisco [enforce global| helper [disable]]

no nsf cisco [enforce global| helper disable]

___________________
構文の説明

（任意）再起動プロセス中にNSF認識でないネ
イバーネットワーキングデバイスがいずれか

のインターフェイスで検出された場合、すべて

のインターフェイスでNSFの再起動をキャンセ
ルします。

enforce global

（任意）Cisco NSFヘルパーモードを設定しま
す。

helper

（任意）ヘルパーモードをディセーブルにしま

す。

disable

___________________
コマンドデフォルト Cisco NSF再起動モードはディセーブルです。 Cisco NSFヘルパーモードはイネーブルです。

___________________
コマンドモード ルータコンフィギュレーション（config-router）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。このコマンドが、nsf（OSPF）コ
マンドに置き換わっています。

12.0(32)S

このコマンドが、Cisco IOSRelease 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

このコマンドは、Cisco IOSRelease 12.2(31)SB2に統合されました。12.2(31)SB2

このコマンドが、Cisco IOSRelease 12.2(33)SXHに統合されました。12.2(33)SXH
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___________________
使用上のガイドライン Cisco IOS Release 12.0(32)S以降のリリースでは、このコマンドが nsf（OSPF）コマンドに置き換

わっています。

このコマンドは、OSPFルータで Cisco NSFをイネーブルにします。 NSFがルータでイネーブル
になっている場合、ルータは NSF対応であり、再起動モードで動作します。

ルータがNSFグレースフルリスタートだけを実行するネイバーと協力すると予想される場合、隣
接ルータはNSFをサポートするシスコソフトウェアリリースを実行する必要がありますが、ルー
タに NSFを設定する必要はありません。ルータが NSFをサポートするシスコソフトウェアリ
リースを実行している場合、ルータは NSF認識です。

デフォルトでは、隣接する NSF認識ルータは、グレースフルリスタート時に NSFヘルパーモー
ドで動作します。NSF認識ルータのCiscoNSFヘルパーモードをディセーブルにするには、disable
キーワードを指定してこのコマンドを使用します。NSF認識ルータのヘルパーモードを明示的に
ディセーブルにした後で、ヘルパーモードを再度イネーブルにするには、nonsf cisco helperdisable
コマンドを使用します。

NSF認識でないネイバーが NSFグレースフルリスタート中にネットワークインターフェイスで
検出された場合、再起動はそのインターフェイスだけで中断され、他のインターフェイスではグ

レースフルリスタートが続行されます。 NSF認識でないネイバーが再起動中に検出された場合
に、OSPFプロセス全体で再起動をキャンセルするには、enforce globalキーワードを指定してこ
のコマンドを設定します。

ネイバーとの隣接関係のリセットがいずれかのインターフェイスで検出された場合、または、

OSPFインターフェイスがダウンした場合も、プロセス全体で NSFグレースフルリスタート
がキャンセルされます。

（注）

___________________
例 次に、ルータで Cisco NSF再起動モードをイネーブルにし、再起動時にいずれかのネットワーク

インターフェイスでNSF認識でないネイバーが検出された場合にOSPFプロセス全体でNSFの再
起動がキャンセルされる例を示します。

router ospf 24
nsf cisco enforce global

___________________
関連コマンド

説明コマンド

IETF NSFをイネーブルにします。nsf ietf
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nsf ietf
Open Shortest Path First（OSPF）を実行しているルータで Internet Engineering Task Force（IETF）
Nonstop Forwarding（NSF）動作を設定するには、ルータコンフィギュレーションモードでnsf ietf
コマンドを使用します。デフォルトに戻るには、no形式のコマンドを使用します。

nsf ietf [restart-interval seconds| helper [disable| strict-lsa-checking]]

no nsf ietf [restart-interval| helper [disable| strict-lsa-checking]]

___________________
構文の説明

（任意）グレースフルリスタートの間隔を秒数

で指定します。指定できる範囲は 1～ 1800で
す。デフォルトは 120です。

restart-interval seconds

（任意）NSFヘルパーモードを設定します。helper

（任意）NSF認識ルータのヘルパーモードを
ディセーブルにします。

disable

（任意）ヘルパーモードの厳密なリンクステー

トアドバタイズメント（LSA）チェックをイ
ネーブルにします。

strict-lsa-checking

___________________
コマンドデフォルト IETF NSFグレースフルリスタートモードはディセーブルです。 IETF NSFヘルパーモードはイ

ネーブルです。

___________________
コマンドモード ルータコンフィギュレーション（config-router）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.0(32)S

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されまし
た。

12.2(33)SRA

このコマンドは、Cisco IOS Release 12.2(31)SB2に統合されまし
た。

12.2(31)SB2
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変更内容リリース

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SXHに統合されまし
た。

12.2(33)SXH

___________________
使用上のガイドライン このコマンドは、OSPFルータで IETFNSFをイネーブルにします。NSFがシスコルータでイネー

ブルになっている場合、ルータは NSF対応であり、再起動モードで動作します。

ルータがNSFグレースフルリスタートだけを実行するネイバーと協力すると予想される場合、隣
接ルータはNSFをサポートするシスコソフトウェアリリースを実行する必要がありますが、ルー
タに NSFを設定する必要はありません。ルータが NSFをサポートするシスコソフトウェアリ
リースを実行している場合、ルータは NSF認識です。

デフォルトでは、隣接する NSF認識ルータは、グレースフルリスタート時に NSFヘルパーモー
ドで動作します。NSF認識ルータの IETFNSFヘルパーモードをディセーブルにするには、disable
キーワードを指定してこのコマンドを使用します。NSF認識ルータのヘルパーモードを明示的に
ディセーブルにした後で、ヘルパーモードを再度イネーブルにするには、nonsf ietf helper disable
コマンドを使用します。

厳密な LSAチェックを使用すると、IETF NSFヘルパーモードのルータは、グレースフルリス
タートプロセス中にフラッディングの原因となる変更されたLSAを検出した場合に、グレースフ
ルリスタートプロセスを終了することができます。 NSF認識ルータと NSF対応ルータに厳密な
LSAチェックを設定できますが、これは、ルータがヘルパーモードの場合のみ有効です。

___________________
例 次に、ルータの IETFNSF再起動モードをイネーブルにし、グレースフルリスタート間隔をデフォ

ルトの 120秒から 200秒に変更する例を示します。

router ospf 24
nsf ietf restart-interval 200

___________________
関連コマンド

説明コマンド

Cisco NSFをイネーブルにします。nsf cisco
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